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令和3年（2021年）5月 1日（土）　埼玉県議会だよりNo．165

埼玉県議会のホームページで、質疑質問・答弁の全文や、定例会の概要などをご覧いただけます。各種検索サイトから 埼玉県議会本会議の模様はインターンネット中継でご覧になれます。左のQRコードからアクセスできます。

住宅

災害対策 保健・医療

教育

環境

雇用

農業

活力アップ

2月26日（金曜日）

2月26日、3月1日の代表質問 
では、会派を代表して4人の議
員が質疑・質問を行いました。

有
識
者
に
よ
る
「
公
共
交
通

の
利
便
性
向
上
検
討
会
議
」

に
お
い
て
、
鉄
道
延
伸
の
評
価
視

点
や
項
目
を
検
討
し
、
路
線
ご
と

の
課
題
や
効
果
、
取
り
組
み
の
方

向
性
を
整
理
し
て
い
る
が
、
分
析

ば
か
り
で
事
業
の
進
捗
が
み
ら
れ

な
い
。
延
伸
に
向
け
た
課
題
解
決

の
た
め
の
処
方
箋
を
期
待
す
る
県

民
の
声
に
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
。

令
和
２
年
度
設
置
の
検
討
会

議
で
は
、
都
内
か
ら
県
内
に

向
か
う
路
線
の
利
用
者
増
に
つ
な

が
る
ま
ち
づ
く
り
の
在
り
方
や
、

観
光
資
源
の
生
か
し
方
に
つ
い
て

の
指
摘
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
新
た

な
視
点
を
含
め
た
取
り
組
み
の
方

向
性
を
、
便
益
向
上
や
コ
ス
ト
縮

減
に
結
び
付
け
、
延
伸
の
実
現
と

い
う
県
民
の
期
待
に
応
え
て
い
く
。

小島信昭
（自民）

岡　重夫
（県民）

3月1日（月曜日）

田並尚明
（民主フォーラム）

西山淳次
（公明）本会議の様子

代表質問・一般質問で
行われたすべての質疑
質問・答弁の全文は、埼
玉県議会のホームペー
ジでご覧になれます。

農
林
水
産
省
で
は
ロ
ボ
ッ
ト

ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
運
転
な

ど
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
、
総
務
省
で
は
ス
マ
ー
ト

農
業
の
鍵
と
な
る
ロ
ー
カ
ル
５
Ｇ

（
※
４
）
を
活
用
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
国

の
事
業
も
積
極
活
用
し
、
生
産
性

向
上
と
担
い
手
不
足
解
消
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
地

区
で
進
め
、
さ
ら
に
分
散
し

た
ほ
場
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
機
の

効
率
的
利
用
な
ど
本
県
独
自
の
実

証
を
５
地
区
で
進
め
て
い
る
。
令

和
３
年
度
は
露
地
野
菜
で
の
実
証

や
５
Ｇ
活
用
の
検
討
等
を
行
い
、

も
う
か
る
農
業
を
実
現
し
成
長
産

業
と
す
る
た
め
農
業
現
場
の
Ｄ
Ｘ

実
現
に
努
め
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
推
進
基
金（
※
２
）は

令
和
２
年
４
月
臨
時
会
で
約
１
０

０
億
円
積
み
立
て
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。

令
和
３
年
度
も
積
み
立
て
と
取
り

崩
し
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
当

初
予
算
案
で
の
基
金
残
高
、ま
た
、

長
期
的
な
視
点
で
基
金
を
ど
の
よ

う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

令
和
２
年
度
末
の
基
金
残
高

は
約
１
１
６
億
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
当
初
予
算
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
発
熱
外
来
セ
ン
タ
ー
の
整

備
な
ど
と
中
小
企
業
向
け
制
度
融

資
事
業
へ
の
活
用
を
見
込
ん
で
お
り
、

令
和
３
年
度
末
で
の
残
高
は
約
60

億
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
今

後
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
へ
機

動
的
に
基
金
を
活
用
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
の
雇
用
で
特
に
影

響
を
受
け
る
の
は
、
非
正
規

労
働
者
や
女
性
で
あ
り
、
さ
ら
な

る
解
雇
や
雇
止
め
が
懸
念
さ
れ

る
。
一
時
的
に
県
が
直
接
雇
用

し
、
就
業
経
験
を
積
ん
で
か
ら
再

就
職
支
援
を
行
う
な
ど
の
緊
急
就

職
支
援
事
業
に
全
力
で
取
り
組

み
、
雇
用
と
命
を
守
る
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
失
業
者
を
対
象

に
、
令
和
２
年
７
月
県
非
常

勤
職
員
の
募
集
を
行
っ
た
。
国
や

市
町
村
職
員
の
募
集
も
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
案
内
し
、
任
期
終
了
後

の
就
職
支
援
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。
ま
た
埼
玉
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
等
の
拡

充
、
緊
急
地
元
就
職
面
接
会
等
コ

ロ
ナ
禍
の
就
職
支
援
を
強
化
す
る
。

令
和
３
年
度
予
算
の
柱
の
一

つ
で
も
あ
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
浸

透
が
人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面

で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
に
詳

し
く
な
い
人
も
支
え
る
視
点
が
必

要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

一
人
ひ
と
り
が
最
低
限
度
の

情
報
通
信
技
術
を
活
用
で
き

る
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
マ
ム

を
確
保
し
、
デ
ジ
タ
ル
利
用
の
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

例
え
ば
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
教

室
や
、
高
齢
者
が
多
い
中
小
企
業

経
営
者
に
Ｄ
Ｘ
推
進
員
を
派
遣
す

る
な
ど
、
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
。

令
和
２
年
10
月
に
首
相
が
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
ゼ
ロ
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
。

人
類
の
基
盤
を
脅
か
す
地
球
温
暖

化
へ
の
対
策
を
世
界
中
が
模
索
し

て
い
る
。
知
事
は
昨
年
、
具
体
的

な
道
筋
を
検
討
す
る
と
発
言
し
た

が
、
県
民
の
先
頭
に
立
っ
て
全
力

で
取
り
組
み
、
先
進
的
な
政
策
展

開
を
行
う
決
意
が
あ
る
か
伺
う
。

産
業
界
や
事
業
者
の
協
力
に

よ
り
目
標
設
定
型
排
出
量
取

引
制
度
（
※
５
）
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出

の
大
幅
な
削
減
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
ま
た
、
金
融
機
関
、
中
小
企

業
、
環
境
の
三
方
に
寄
与
す
る
省

エ
ネ
投
資
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
ゼ
ロ
に
近
づ

け
る
べ
く
、
今
後
も
県
民
や
事
業

者
と
ワ
ン
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
。

「
地
域
の
足
」
を
地
域
自
ら

デ
ザ
イ
ン
す
る
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

（
※
３
）。
高
齢
者
対
策
や
観
光
振

興
で
理
想
的
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
り

得
る
と
期
待
さ
れ
る
。
民
間
主
導

で
実
証
実
験
な
ど
が
開
始
さ
れ
た

が
、
地
域
公
共
交
通
計
画
と
の
連

携
や
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

面
か
ら
県
の
主
体
的
な
関
与
が
望

ま
れ
る
が
所
見
を
伺
う
。

住
民
に
身
近
な
市
町
村
が
主

体
と
な
り
地
域
課
題
解
決
の

た
め
に
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
を
活
用
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
県
と
し
て

は
、
ま
ず
は
市
町
村
の
取
り
組
み

へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
、
市
町
村
や
民
間
事
業
者
の
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
導
入
を
促
進
す
る
た
め
の

枠
組
み
づ
く
り
な
ど
、
調
整
役
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

拉
致
問
題
に
関
す
る
啓
発
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
※
６
）
の
活
用
率
は

上
が
っ
て
い
る
の
か
。
問
題
を
若

い
人
た
ち
に
伝
え
、
風
化
さ
せ
な

い
た
め
に
も
児
童
生
徒
が
卒
業
ま

で
に
必
ず
一
度
は
見
る
べ
き
と
考

え
る
が
、
状
況
把
握
は
で
き
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
県
内
中
学
校
で

行
わ
れ
た
公
開
授
業
の
よ
う
な
取

り
組
み
は
拡
大
し
て
い
る
の
か
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

の
活
用
率
が
、
さ
い
た
ま
市

を
除
く
公
立
小
中
学
校
で
１
０
０

％
と
な
る
な
ど
増
加
し
て
い
る
。

児
童
生
徒
が
一
度
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使

い
学
習
で
き
る
よ
う
、
年
間
指
導

計
画
で
の
位
置
付
け
を
調
査
し
て

い
る
。
拉
致
問
題
へ
の
理
解
を
深

め
る
授
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
優
れ

た
事
例
の
紹
介
な
ど
を
進
め
る
。

3月2日から4日の一般質問
では、9人の議員が質疑・質問
を行いました。

3月2日（火曜日）

江原久美子
（県民）

小川真一郎
（自民）

白根大輔
（民主フォーラム）

3月3日（水曜日）

萩原一寿
（公明）

千葉達也
（自民）

宇田川幸夫
（自民）

3月4日（木曜日）

鈴木正人
（県民）

永瀬秀樹
（自民）

諸井真英
（自民）

知
事
公
約
に
つ
い
て

あ
と
数
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
※
１
）

代表質問

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
に
向
け
て

代表質問

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

の
推
進
に
よ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現

に
向
け
て
　
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

代表質問

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

代表質問

一般質問

地
域
公
共
交
通
政
策
に
つ

い
て

一般質問

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題

啓
発
教
材
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
活
用
状
況
に
つ
い
て

一般質問

渋
沢
栄
一
を
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら

せ
な
い
　
庁
内
連
携
強
化
に
知

事
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

全
県
民
に
渋
沢
栄
一
の
認
知

を
さ
ら
に
深
め
て
も
ら
う
に

は
、
県
立
高
校
や
県
有
施
設
す
べ

て
で
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
る
な

ど
横
ぐ
し
展
開
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。「
庁
内
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
」
を
有
機
的
に
機
能

さ
せ
全
庁
的
に
Ｐ
Ｒ
を
進
め
る
に

は
知
事
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

こ
の
好
機
を
捉
え
、
埼
玉
１

５
０
周
年
な
ど
と
絡
め
た
独

自
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
や
、
市
町
村

な
ど
県
以
外
の
施
設
で
の
掲
出
な

ど
認
知
度
の
獲
得
に
向
け
部
局
横

断
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
再
編
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
も
最
大
限

活
用
す
る
。
市
町
村
や
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
な
が
ら
、

知
事
を
先
頭
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
臨
時
休

校
の
影
響
で
、
特
に
低
所
得

世
帯
の
子
ど
も
の
勉
強
時
間
が
減

少
し
た
。
県
で
は
生
活
困
窮
者
向

け
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、

勉
強
意
欲
の
あ
る
子
ど
も
が
、
自

宅
近
く
の
学
習
塾
な
ど
で
、
他
の

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
同
じ
環
境

で
学
べ
る
学
習
支
援
も
必
要
で
あ

る
。
支
援
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

貧
困
の
連
鎖
を
断
つ
べ
く
全

国
に
先
駆
け
て
ア
ス
ポ
ー
ト

事
業
（
※
７
）
を
行
っ
て
き
た
。

公
共
施
設
を
活
用
す
る
市
が
多
い

が
、
民
間
の
学
習
塾
を
会
場
と
す

る
市
も
あ
る
。
生
活
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
へ
の
学
習
支
援
の
方
法

は
、
学
ぶ
環
境
を
含
め
実
施
主
体

の
市
の
考
え
方
に
よ
る
が
県
は
取

組
事
例
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
本
県
で
も
自
殺

者
は
増
え
て
い
る
。
身
近
な

人
の
自
殺
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、

話
を
受
け
止
め
、
必
要
に
応
じ
て

専
門
相
談
機
関
に
つ
な
ぐ
「
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
」
の
役
割
が
重
要
で

あ
る
。
市
町
村
が
研
修
・
養
成
を

担
っ
て
い
る
が
、
自
殺
者
を
減
ら

す
た
め
県
主
体
で
取
り
組
み
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
。
見
解
を
伺
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
制
度
の
有

効
性
を
改
め
て
評
価
し
、
実
践
す

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
で
行
政
機
関
の
窓
口
に
は
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
県
が
主
体
と
な
り
重
要

性
の
周
知
や
養
成
方
法
、
好
事
例

を
市
町
村
に
紹
介
す
る
な
ど
危
機

感
を
も
っ
て
制
度
の
充
実
を
図
る
。

令
和
２
年
国
は
治
水
の
在
り

方
を
、
ダ
ム
や
堤
防
だ
け
に

頼
る
も
の
か
ら
、
広
い
エ
リ
ア
全

体
で
治
水
に
取
り
組
む
流
域
治
水

に
転
換
す
る
と
発
表
し
た
。
こ
の

手
法
は
昔
か
ら
本
県
の
河
川
に
施

さ
れ
て
き
た
。
先
人
に
学
び
、
あ

ふ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
治
水
や

ま
ち
づ
く
り
を
長
期
的
視
点
で
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

治
水
対
策
の
加
速
化
と
併

せ
、
氾
濫
も
あ
り
得
る
こ
と

を
前
提
に
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
が
協

調
し
て
取
り
組
む
流
域
治
水
を
推

進
す
る
。
氾
濫
を
で
き
る
だ
け
防

ぐ
対
策
や
、
被
害
対
象
を
減
少
さ

せ
る
対
策
、
被
害
軽
減
、
早
期
復

旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
な
ど
を

長
期
的
視
点
に
立
ち
、
国
や
市
町

村
と
連
携
し
着
実
に
進
め
る
。

国
は
緊
急
事
態
宣
言
の
２
週

間
延
長
の
方
針
を
示
し
た
が
、

当
初
の
解
除
基
準
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
科
学
的
根

拠
で
は
な
く
世
論
や
空
気
に
押
さ

れ
て
政
策
が
決
め
ら
れ
た
よ
う
に

見
え
て
し
ま
う
。
県
と
し
て
は
新

規
感
染
者
数
や
病
床
使
用
率
な
ど

が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
れ
ば
宣

言
を
解
除
す
べ
き
と
考
え
る
か
。

国
へ
宣
言
解
除
要
請
を
す
る

基
準
は
、
本
県
で
は
総
合
的

に
判
断
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
例
え
ば
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
ク
ラ

ス
タ
ー
の
発
生
な
ど
、
状
況
に
よ

っ
て
慎
重
に
判
断
す
べ
き
と
の
認

識
に
基
づ
く
。
他
方
、
現
時
点
で

判
断
の
目
安
と
し
て
最
も
重
視
す

る
の
は
病
床
使
用
数
で
あ
り
、
ま

ず
は
５
０
０
床
を
目
標
と
し
た
い
。

県
営
住
宅
は
、
一
般
住
宅
で

入
居
期
間
が
10
年
と
さ
れ
て

い
る
。
高
齢
の
入
居
者
に
と
っ
て

は
、
期
限
終
了
前
に
新
た
な
住
宅

を
探
す
こ
と
は
経
済
力
や
体
力
の

面
で
負
担
が
大
き
く
、
退
去
後
の

住
居
に
困
窮
し
や
す
い
。
高
齢
の

入
居
者
に
は
一
定
の
配
慮
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
10
年
と
い
う
入

居
期
限
へ
の
所
見
を
伺
う
。

入
居
期
間
を
10
年
と
す
る
制

度
は
入
居
機
会
の
公
平
性
確

保
の
た
め
に
導
入
さ
れ
、
応
募
倍

率
の
大
幅
な
緩
和
な
ど
目
的
は
一

定
程
度
達
成
さ
れ
た
。
入
居
者
の

高
齢
化
も
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
形
成
さ
れ
た
地
域
に
住
み
続

け
た
い
と
い
う
要
望
も
あ
る
。
高

齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
よ
う
制
度
の
見
直
し
を
行
う
。

母
子
保
健
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
産

後
ケ
ア
事
業
の
実
施
が
市
町
村
の

努
力
義
務
と
な
る
。
助
産
師
な
ど

が
家
庭
訪
問
す
る
「
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
」
や
病
院
な
ど
で
休
養
で
き

る
「
宿
泊
型
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
市

町
村
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
県
は

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。
目

標
設
定
も
併
せ
て
伺
う
。

産
後
の
心
身
の
不
調
や
育
児

不
安
が
あ
る
産
婦
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
そ
れ
ら
の
支
援
策
は
大
変

重
要
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
末
ま

で
に
す
べ
て
の
市
町
村
が
産
後
ケ

ア
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
標

に
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
市
町

村
を
支
援
す
る
。
実
施
困
難
な
市

町
村
に
は
、
広
域
連
携
に
よ
り
行

え
る
よ
う
県
が
調
整
な
ど
を
担
う
。

コ
ロ
ナ
禍
で
入
院
患
者
へ
の

お
見
舞
い
が
で
き
な
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
Ｚ
o
o
m
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
に
救
わ
れ
た
と
い
う

方
が
い
る
一
方
、
ネ
ッ
ト
環
境
の

な
い
病
室
で
家
族
と
会
話
が
で
き

ず
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い

る
方
も
多
い
。
民
間
病
院
に
先
立

ち
ま
ず
は
県
立
病
院
で
導
入
す
べ

き
と
考
え
る
。
取
り
組
み
を
伺
う
。

循
環
器・呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
、

が
ん
セ
ン
タ
ー
、
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
患
者
向
け
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
整
備
は
、
医
療
の
質
向
上
に
有

用
と
考
え
る
。
４
月
の
地
方
独
立

行
政
法
人
化
を
契
機
に
、
Ｗ
ｉ
Ｆ

ｉ
整
備
を
含
め
た
患
者
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
検
討
を
始
め
る
。
緩
和
ケ

ア
病
棟
等
か
ら
導
入
を
検
討
し
、

そ
の
後
段
階
的
に
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
国
際

交
流
の
機
会
が
減
少
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に

つ
な
が
る
国
際
交
流
を
停
滞
さ
せ

ず
、
子
ど
も
や
若
者
に
機
会
を
提

供
し
続
け
る
こ
と
が
県
の
責
務
で

は
な
い
か
。
県
は
五
つ
の
州
省
と

姉
妹
友
好
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
を

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
交
流
を
進
め
る
の
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
交
流
を
積

極
的
に
進
め
る
。
オ
ハ
イ
オ

州
の
大
学
と
連
携
し
、
県
内
に
居

な
が
ら
現
地
の
講
義
に
参
加
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。
ま
た
、
ス
ポ

ー
ツ
分
野
へ
交
流
の
場
を
広
げ
、

ラ
グ
ビ
ー
を
通
じ
た
ク
イ
ー
ン
ズ

ラ
ン
ド
州
と
の
交
流
を
推
進
す
る

な
ど
、
多
く
の
県
民
が
成
果
を
享

受
で
き
る
国
際
交
流
に
努
め
る
。

国際交流

代表質問

知事の県政運営方針

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ一般質問

教
育
格
差
是
正
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

一般質問

ＡＡ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＱＱ

Ｑ Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

令
和
３
年
度
埼
玉
県
一
般

会
計
当
初
予
算
案
に
つ
い

て
代表質問

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
用

問
題
と
そ
の
対
策
に
つ
い

て
代表質問

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て

代表質問
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

一般質問

産
後
ケ
ア
の
努
力
義
務
化

に
つ
い
て

一般質問

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
改
正
に

伴
う
県
の
役
割
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

一般質問

病
室
内
の
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ（
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）整
備

埼
玉
県
立
病
院
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

一般質問

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
姉
妹

友
好
州
省（
※
８
）と
の
交

流
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
関
連

先
人
に
学
ぶ
流
域
治
水
対

策
代表質問

一般質問

県
営
住
宅
に
つ
い
て

その他の主な質疑・質問
●新型コロナウイルス感染症対策について　感染防止の取り組み
●新型コロナウイルス感染症　ワクチン接種の副反応や体制整備などについて
●財政について　今後の財政運営について
●コロナ禍が意味するものは何か？

●医療機関への経営支援について
●子どもたちの学びに渋沢栄一を
●埼玉高速鉄道の利用促進について
●若年者の在宅ターミナルケア支援について
●新型コロナウイルス感染症対策について　情報発信について
●スタートアップの創出に向けて　支援体制整備の方向性について
●日暮里・舎人ライナーの延伸について
●人権問題解決に向けたウイグル人への埼玉県としての支援について
●わいせつ事件で懲戒処分を受けた教員の現場復帰について

代
表
質
問

か
ら

一
般
質
問
か
ら

※１　あと数マイルプロジェクト
将来の人口・需要や新たな技術の動

向などを十分に把握した上で、公共交
通および道路網のさらなる利便性向上
策について、これまでの経緯なども踏
まえつつ検討を進めるもの。限られた
予算の中で、県境路線を含めた効果の
高い部分について、重点的に整備を進
めるもの。

※２　�新型コロナウイルス感染症対策推進
基金
新型コロナウイルス感染症のまん延

防止、医療提供体制の整備、県経済の
回復や活性化を図るために活用する基
金。寄附金は、基金を通じて対策事業
に活用される。

※３　MaaS（マース）
Mobility as a Serviceの略称。電車

やバス、飛行機などあらゆる公共交通
機関をITを用いて結び付け、移動を効
率化したり、便利にしたりするサービ
スのこと。場面に応じてユーザーが最
適な交通手段を手軽に使えるようにな
ることが期待される。

※４　ローカル5G
通信事業者以外の企業や自治体を対

象に、局所的なネットワーク内という
条件で利用できる免許制の第５世代移

動通信システム（5G）のこと。

※５　目標設定型排出量取引制度
温室効果ガスを排出する大規模事業

所が、定められた削減目標を達成でき
ない場合、排出量取引により他事業所
の削減量を取得し、目標達成に充てら
れる制度。

※６　拉致問題に関する啓発DVD
「北朝鮮による日本人拉致問題啓発

アニメ『めぐみ』」（横田めぐみさんの
拉致事件を題材にしたアニメ）、「横田
滋　早紀江さんからのメッセージ」

（横田めぐみさんの両親夫妻へのイン
タビュー）。道徳や社会科の授業で扱
われ、人権について学ぶ。

※７　アスポート事業
平成22年に本県が全国に先駆け開

始した、生活保護世帯の中学生を対象
として、高校進学へ向けた学習支援を
行う事業。平成25年からは高校生の
中退防止支援、平成27年からは生活
困窮世帯も対象としている。

※８　姉妹友好州省
県は、メキシコ州、山西省、クイー

ンズランド州、オハイオ州、ブランデ
ンブルグ州の五つの州省と姉妹友好協
定を締結している。

用 語 解 説


